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1 オーダー処理の種類

オーダー処理の方法には、下記の4種類があります。

■ オーダー入力

受注を手入力する方法です。

■ CSVインポート

CSVデータを取り込んで、オーダー登録を一括で行う方法です。

■ 見積りデータからオーダーに昇格する

作成した見積りデータを基に、オーダーを作成する方法です。
操作方法については見積マニュアルをご参照ください。

■ 内示生産計画（オプション）

内示ソフトウェアを使用して、CSVデータを取込み、オーダー登録を一括で行う方法です。
操作方法については、内示生産計画マニュアルをご参照ください。
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2 オーダー入力

受注内容をCIPSに手入力でオーダー登録するメニューが「オーダー入力」です。
オーダー入力では、新規受注データの作成の他、再製作の指示や不適合内容の登録が行えます。
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1. オーダー登録方法（新図）

1. 「オーダー入力」を開き、取引先を入力します。
取引先は検索アイコンをクリックして取引先マスタからの選択も可能です。

2. 品番を入力します。
品番を入力すると、取引先と品番で製品マスタを照合し、改訂を「新図」に切り替えます。

3. 必要な項目を入力し、受注数（製造数）を入力します。
受注数を入力すると製造数に同じ個数が反映しますが、在庫管理している場合は変動します。
受注数＝注文を受けた個数 / 製造数＝実際に製造する個数

4. 各納期を登録します。
客先納期を設定するとデフォルト設定から仕掛日とスケジュール納期を算出します。
納期はすべて手動でも変更できます。
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5. 工程ウィンドウにて、製造工程と構成品を登録します。
工程ウィンドウの登録方法は、基本マスタの準備内の製品マスタをご参照ください。

6. 図面を登録します。
図面の登録方法は、基本マスタの準備内の製品マスタをご参照ください。

7. 登録ボタンをクリックすると、オーダー登録が完了します。
オーダー登録が完了すると、右上に製造番号（キーコード）が登録されます。
この製造番号は単一の番号であり、他と重複することはありません。
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2. オーダー登録方法（リピート）

1. 「オーダー入力」を開き、取引先を入力します。
取引先は検索アイコンをクリックして取引先マスタからの選択も可能です。

2. 品番を入力します。
品番を入力すると、取引先と品番で製品マスタを照合し、改訂を「リピート」に切り替えます。

品番を入力すると、取引先と品番で製品マスタを照合する為、製品マスタから情報を引用します。

3. 必要な項目を入力し、受注数（製造数）を入力します。
受注数を入力すると製造数に同じ個数が反映しますが、在庫管理している場合は変動します。
受注数＝注文を受けた個数 / 製造数＝実際に製造する個数

4. 各納期を登録します。
客先納期を設定するとデフォルト設定から仕掛日とスケジュール納期を算出します。
納期はすべて手動でも変更できます。

5. 登録ボタンをクリックすると、オーダー登録が完了します。
オーダー登録が完了すると、右上に製造番号（キーコード）が登録されます。
この製造番号は単一の番号であり、他と重複することはありません。
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3. オーダー個別図面とは

オーダー個別図面にチェックを入れることで、オーダー単位で図面を登録することが出来ます。

オーダー登録後に ができます。

図面フォルダの中に、製造番号のファイルが作成され、その中にオーダー個別図面が入ります。
チェックは図面1枚ずつに対して設定出来る為、個別図面以外はDrawingフォルダの直下に入ります。

チェックを外して登録すると、Drawingフォルダの直下に図面が戻ります。
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3 CSVインポート

取引先からCSVデータで届いた受注を一括で取り込むメニューが「CSVインポート」です。
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1. CSVテンプレートの登録方法

CSVインポートでは、テンプレートを設定することで、その取引先専用の列番号設定を使用できます。

1. 「CSVインポート」を開き、取り込みたい取引先のCSVデータを取り込みます。

2. 取込みたい項目（品番や品名等）にチェックを入れると、列番号が入力できます。
チェックを入れた項目が取り込んだCSVデータの何列目にあるかを設定します。
取込み設定が正常に登録されると、CSVデータの列背景が緑色になります。
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3. すべての列番号設定が完了したら、チェック項目も確認します。

5. 「設定値を保存」をクリックすると、テンプレート名の登録画面が表示されます。
選択時に分かりやすい名称を入力し、「OK」をクリックします。

6. テンプレートが保存されました。
次回からはテンプレートを選択するだけで、列番号設定を呼び出すことが出来ます。
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4. テンプレートとして保存して、オーダーを取り込む取引先を設定します。

CSVファイル内に納入先情報が入っている場合は、行ごとに納入先を指定することが設定で可能です。
詳しくはサンプルのCSVファイルをご用意の上、お問い合わせください。

1-1. 行単位の納入先（受注先）設定



2. CSVでオーダー登録をする

1. 「CSVインポート」を開き、登録先「オーダー」をクリックします。

2. CSVインポート行うCSVテンプレートを設定します。
テンプレートを設定することで、その取引先専用の列番号設定を呼び出すことが出来ます。

12CiPS FACTORY  -  オーダー処理と指示書発行

3. CSVデータをドラック＆ドロップで取り込みます。
取り込んだデータはリスト内に表示されます。
取り込んだデータの列番号設定とCSVデータ内容に相違があれば、エラー表示となります。



4. CSVデータの取込み後に「取込み開始」をクリックします。
オーダーNo1の重複チェックや製品マスタの有無のチェックがされます。
表示された受注取込みデータを確認し、「取込み実行」をクリックします。
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5. CSVデータの取込みが完了すると、オーダーが登録され、オーダー情報一覧にて確認できます。
既に製品マスタが登録されている場合は、ステータスが「未手配」となります。

新図の場合はステータスが「工程無」となりますので、工程や図面の登録を行います。
CSVインポートで取り込んだ新図は、製品マスタには自動保存されません。
取り込んだ受注のオーダー入力を開き、登録ボタンをクリックした際に製品マスタに保存します。
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品番＋版数をキーコードに設定している場合は、品番の項目が「キー項目」になります。キー項目では、
品番と版数の取込み方法を選択できます。設定で変更できますのでお問い合わせください。

2-1. 版数の設定をしている場合

■ 品番

品番と版数が別の項目としてCSVにある場合は、それぞれにチェックを入れて、列番を指定します。

■ 品番＋版数（-??）

品番の最後に「-??」で版数がある場合に使用します。

■ 品番＋版数（?） または 品番＋版数（??）

品番の最後1桁が版数の場合は「品番＋版数(?)」、最後2桁の場合は「品番＋版数(??)」を使用します。



4 オーダー情報一覧

受注登録したオーダーの一覧を表示するのが、「オーダー情報一覧」です。
行をダブルクリックすることで、オーダー入力画面が表示されます。
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1. 選択行の出力

1. 一覧印刷
「オーダー情報一覧」を開き、行を選択後「一覧印刷」をクリックすると選択した行の

オーダー情報一覧表を印刷することができます。

2. 図面印刷
「オーダー情報一覧」を開き、行を選択後「図面印刷」をクリックすると選択した行の

図面を印刷することができます。
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3. 現品ラベル印刷
「オーダー情報一覧」を開き、行を選択後「現品ラベル印刷」をクリックすると選択した行の

現品ラベルを印刷することができます。

4. CSV出力
「オーダー情報一覧」を開き、行を選択後「CSV出力」をクリックすると選択行の

CSV出力をすることができます。
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※オーダー情報一覧からラベル印刷を行いたい場合は、
弊社担当までお問い合わせください。



5. エクセル出力
「オーダー情報一覧」を開き、行を選択後「エクセル出力」をクリックすると選択した行の

エクセルを印刷することができます。
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2. 選択行の編集

1. オーダーの一括編集
「オーダー情報一覧」を開き、行を選択後「オーダーの一括編集」をクリックすると

選択した行のオーダーの編集をすることができます。

変更したい部分変更し、「実行」をクリックすることで編集されます。
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2. オーダーの連続編集
「オーダー情報一覧」を開き、行を選択後「オーダーの一括編集」をクリックすると選択した行の

オーダーの編集をすることができます。

変更したいオーダーが一点の場合は、変更後「更新」で変更されます。
変更したいオーダーが複数の場合は、変更後「次へ」で次のオーダーの変更を順に行います。
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5 製造開始処理

オーダー登録の完了後、製造開始処理にて展開処理と指示書発行を行います。
製造開始処理をすることにより、登録したオーダーを展開して製造に流せます。
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1. 製造開始処理の流れ

1. 「製造開始処理」を開き、製造指示（展開処理と指示書等の発行）を行うオーダーを選択します。
行を選択後、「選択行の製造指示」をクリックします。

2. 所要量展開のチェック項目と印刷する帳票とプリンターを確認し、「実行」をクリックします。
印刷プリンターは、前回のプリンターを記憶します。

3. 所要量展開の実行と、各帳票の印刷が開始します。
製造開始処理を行うとステータスは「製造中」になります。
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2. 所要量展開とは

所要量展開では、色々な処理を裏で行っています。

展開処理時にオーダーデータを基に、進捗データを作成します。
進捗データとは、工程の着完処理等のデータを保存する、データベース上のデータです。
展開処理実行時には、この進捗データの作成（既にデータがある場合は初期化）を行っています。
この進捗データが作成されることで、進捗状況や工程負荷調整などでデータを確認できます。

2-1. 進捗データの作成

スケジュール納期に対して、各工程の工程仕掛日と工程納期を算出します。
予定工数は、オーダーの製造数を基に算出します。
工程納期の算出方法については、「各種納期設定について」マニュアルをご参照ください。

2-2. 進捗データの作成（工程仕掛日・工程納期の算出、予定工数の算出）

「発注予約を自動作成する」にチェックが付いている工程または構成品の発注予約データを作成します。
作成したデータは、発注予約一覧にて確認できます。
発注方法については「発注と入荷処理」のマニュアルをご参照ください。

2-3. 発注予約データの作成
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親オーダーを分解し、親品番に紐づいた子品番のオーダーを作成します。

2-4. 子品番オーダーを分解して、子品番オーダーを作成

子品番の在庫管理をしている場合は、在庫があれば展開処理時に在庫引当を行います。
子品番が在庫引当された場合はステータスが「納品待」としてオーダーが作成されます。
在庫については「在庫について」マニュアルをご参照ください。

2-5. 子品番の在庫引当
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3. 指示書印刷実行とは

指示書印刷実行時に、指示書以外の帳票を同時に印刷することができます。

工程の着完処理を行う指示書を発行できます。

3-1. 指示書の発行

現品ラベルを印刷できます。通常プリンターはもちろん、ラベルプリンターにも対応しています。

3-2. 現品ラベルの発行

オーダーに登録している図面を印刷できます。

3-3. 図面の印刷
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過去に同じ品番で不適合報告書の登録がある場合は、過去の不適合報告書を印刷できます。
指示書と同時に過去の不適合報告書を印刷することで、再発防止を促せます。

3-4. 不適合報告書の印刷

オプション指示書として、切断が必要なシート材が紐づく場合に、切断依頼書を印刷できます。

3-5. 切断依頼書の印刷

26CiPS FACTORY  -  オーダー処理と指示書発行



4. 同一品番処理

製造開始処理をするオーダーの選択時に、同じ取引先・同じ品番のオーダーがある場合は、
同一品番処理を行うことで1枚の指示書で製造指示を掛けることが出来ます。

1. 「製造開始処理」を開き、製造指示を掛けるオーダーを選択します。
複数行選択した中に同じ取引先・同じ品番のオーダーがあれば、同一品番処理を行います。

2. 「選択行の製造指示」をクリックし、「同一品番処理」にチェックを入れます。
「実行」をクリックすることで、製造指示（同一品番処理）が実行されます。

3. 同一品番処理を行うと、同一品番の親オーダーのステータスが「製造中」となります。
その他のオーダーのステータスは「同一品」になります。
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1-1. 同一品番処理方法



同一品番処理を行ったオーダーの社内納期を参照します。
一番早い社内納期のオーダーが基オーダーとなり、一番早い社内納期のオーダーに合わせて各工程納期
を算出します。
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1-2. 各工程納期と数量について

同一品番処理を行ったオーダーの製造数は、全て集約して指示書に印字します。



各オーダーの 工程No が違う場合は、同一品番処理を行っても別々に指示書が発行されます。
（同一品番処理は行いません）
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1-3. 「工程No」使用時の同一品番処理について

ステータスが、「同一品」ではなくそれぞれで「製造中」になります。



5. オーダーの再展開

既に展開処理したり指示書を発行しているオーダーで工程や納期の変更があった場合、
再度展開処理を行うことができます。

製造開始処理を行い、実行で再展開されます。
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1-1. 工程や納期を変更した場合
既に展開処理を行っていたり、指示書を発行しているオーダーで工程や納期の変更が
あった場合、再度展開処理を行います。
オーダー入力画面で、工程や納期を変更し、製造開始処理画面で該当のオーダーを
選択し、製造開始処理を行います。



2-1 子品番のあるオーダーを再展開したい場合
子品番のあるオーダーを再展開したい場合は一度子品番を削除して再展開を行います。

製造開始処理を行い、実行で再展開されます。
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子品番を削除 ※削除する子品番に発注がある場合、
その発注データも削除した上で再展開してください。



3-1 同一品番処理されているオーダーを再展開したい場合
同一品番処理されているオーダーを再展開する場合は※1のウインドウが表示されます。

：処理の中断に使用します。
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：展開処理したい同一品をバラバラにして再展開
同一品として新たに追加したいオーダーがある場合に
使用します。

※1

：同一品番処理を解除して再度再展開したい場合に
使用します。



CiPS FACTORY  -  CiPSについて 33

6. 進捗データの再生成

展開処理をしたオーダーに対して、変更した工程情報や納期、数量などを反映する場合は、進捗データ
再生成を行うことで、現場の着完データを保持したまま、更新することができます。

1. 既に展開処理したオーダーを開き、工程を追加して「登録」をクリックします。

2. 「製造指示」→「進捗データ再生成」をクリックし、進捗データを再生成します。

3. 進捗データが再生成され、進捗に追加した工程が表示されています。
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